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Fig．4．　Dependence　of　hail　on　instability　index　of　upper1ayer　and　on　water
　　vapour　content．Water　vapour　content　is　the　tota1mass　of　water　per　unit
　　area　in　a1ayer　between　the　ground　and　the1，800－m　leveL
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　（1）上層と下層共に不安定な時（図の右下の部分）は，雷雨が山岳地帯に発生し平野へ
と移動する傾向が強い．
　（2）　これとは逆に，上層・下層共にそれほど不安定でない時あるいは上層が相当不安定
であっても下層が安定な時は，雷雨が山岳地帯に発生しても平野部に移動してくることが少
ない．
　上記の関係は上層と下層とを分ける高度を1，800mとした場合であるが，上層と下層と
を分ける境界高度を1，600mまたは2，000mとしても結果はほとんど同じになった．なお
熱雷以外の雷雨について図3と同じ関係を調べてみたが，図3のような傾向は見られるが，
あまり顕著ではなかった．
4・雷雨に伴う降ひょうと下層夫気の水蒸気量
　図4に北関東平野に雷雨の発現した日を，ひょうを伴った日（黒三角印）と伴わなかった
日（白丸印）とに分類し，関東平野における上層の不安定度指数と下層大気中に含まれる水
蒸気量との関係を示した（1967年と1968年の熱雷以外も含む）．下層大気の水蒸気量は地上
から1，800mまでの問の単位断面積の気柱に含まれる全水蒸気量で，館野高層気象台の9
時の観測値を使って求めた．降ひょう目は，主に農作物等に被害の発生した日だけが報告さ
れているr東京管区異常気象報告」に掲載された目とした．
　ところで図4によると，雷雨がひょうを伴う場合は上層大気が不安定でしかも下層大気の
水蒸気量が少ない時に多い傾向がある．これに対して雷が発生してもひょうを伴わない場合
は，上層大気がそれほど不安定でなく，しかも下層大気が湿潤の時に多い傾向がある．この
事実に対する物理的解釈は現在のところよくわからないので，更に詳細な解析を将来行なう
必要があると思われる．
5．ま　と　め
　第2節で，上層の不安定度指数は北関東では雷雨の発生に関する助変数にならないことを
示した．第3節では雷雨が発生した日は発生しない日よりも下層大気の安定度が悪い時に多
いこと，さらに，下層大気の安定度がよい日には，たとえ雷雨が発生しても平野部に移動し
てくることが少ないことを示した．換言すれば，上層の不安定度指数によって，雷雨発生予
報はできないが，いったん発生したものが平野部に移動するかどうかの指標は，下層大気の
安定度指数が一つの目安になる．特に熱雷についてはこの傾向が顕著である．第4節では，
雷雨の発生した日のうちひょうを伴った日と伴わなかった日とでは，下層大気の水蒸気量に
相異のあることを示した．これは9時に館野高層気象台で観測された高層データによって得
ることができる．これを雷雨が発生すればひょうを伴うもしくは伴わないという予報に使用
することにより，ひょう害の軽減に役立てることができると思われる．
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　ここでは，発生する雷雨の性質について，下層大気の状態が重要な役割を果たしているこ
とを示した．しかし，この研究で用いた安定度だけでは雷雨予報の精度を十分に上げること
ができないように思われるので，将来第1節で述べたような引金作用の究明など，別の要因
を見いだす必要があると考えている．
　なお，この研究は気象調節に関する研究の一環としてなされたものである．
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